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　9．　むすび

　以上，季節風に伴なう降雪量の予報について簡単な方

法ではあるが，従来より，いくらか定量的に結びつける

ことが出来た．しかし，降雪の問題は，まだわからない

ことが多く，現在，この解明が，気象庁の重要施策の一

つに取りあげられ，推進に努力が払われている．レーダ

ー網の展開とともに追々実態が明らかにされるはずであ

る．期待したい．

　　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10川b
広島一政阜．気房楚（o？汽＋21』）川b

　　　　図11　地上気圧傾度と県内新積雪量

も多くなる．（11図）にこの関係を示す．割合，相関も

高いので，4節（2）式を作り直すと次のようになる．

　　　　Sσ＝1・10T十4・82P－27．3　・…・………・…（3）

　Tは500MB輪島気温（マイナス符号は付けない）

　Pは広島～岐阜気圧差（mb）

　標準偏差で±16．2mc，平均誤差13．Ocm

となり，前式より精度はやや良くなる．
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【書　評】

r大気汚染気象ハンドブック」

大気汚染研究全国協議会第3小委員会編

　　　　　　（コ・ナ社　1965年12月）

　近時大気汚染によって起される種々の災害についての

認識も深まり，種々の防除対策が講ぜられている．また

新らたに工場を設置する際の事前調査のうち，大気汚染

の立場からは気象学的調査がその主要部分を占める．そ

の地域の一般的気象条件は附近の測候所の資料を用いる

こともできるが，局地的状態については一般には特別の

観測をするか測候所の資料から推定せねばならならい．

このようなときどんな項目について，どのような測器

で，どのように観測するか．測候所の資料を使うとすれ

ばどうすればよいか．また大気汚染により被害の起る範

囲はどれだけか，煙突の高さはどの程度にしたらよいか

等々の疑問に直接答えてくれる本である．この意味で，

気象専門家のみならず，公害関係者すべてに非常に便利

な本であり，この種の本の出版も時宜を得たものと云え

よう．多数の人々の共同執筆であるため，編集も大変で

あったと思われるが，1，気象学と3，大気拡散の章で

同じく大気安定度について独立に説明されており，どち

らかに他の項参照の一言を入れてほしい所である．

　いずれにしても最新の図や表を十分に駆使して説明し

てあり，またばい煙規制法等の法律条例ものっており，

大気汚染による公害関係者に役立つ本である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岡本雅典）
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